
























中山　忠彦 1 ），中井　聖 1 ）
The factors to influence the agility in low-grade elementary school children
Tadahiko NAKAYAMA 1 ）, Akira NAKAI 1 ）
　The aims of this study were to investigate the change of the agility among low-grade 
elementary school children with increasing their grade and to clarify the effects of physical 
constitutions and athletic abilities on the agility. The records of 40 children in the first 
to the third grade who performed a pro-agility test, a maximal 25-m running, a standing 
broad jump and a vertical jump were measured. Consequently, the agility, the abilities of 
reaction and acceleration at the start, the ability to maintain running speed and the ability 
of muscular power exertion in hip and ankle joints increased with an increase in the grade. 
No changes were observed in the abilities of turn-around and muscle power exertion in hip 
and ankle joints. These facts suggest that the enhancement of the abilities of reaction and 
acceleration at the start, the ability to maintain running speed, the ability to exert muscle 
power in lower limbs and also the turn-around ability would improve the agility. Therefore, 
the training to enhance the abilities of turn-round, running and muscle power exertion in 
lower limbs seems to be needed to improve the agility in low-grade elementary school 
children.
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　対象者は H 県 F 町が主催する学童期運動
教室に参加している小学校低学年の児童40名
であった。児童の学年の内訳は 1 年生が15名
（男子10名、女子 5 名）、 2 年生が13名（男子





　 2 ．2 ．1 　実施時期および実施項目
　 　2012年度に行われた16回の F 町の学童





















　 　25 m 直線走は25 m 走路のスタートから
10 m 地点および20 m 地点に光電管を設





m 地点および20 m 地点の通過時間をそれ
ぞれスタートから10 m までの所要時間（以
下、 0 -10 m タイム）、スタートから20 m
までの所要時間（以下、 0 -20 m タイム）
小学校低学年児童のアジリティ能力に影響を及ぼす要因
－55－
とした。有川ら 8 ）は男児児童の50 m 走に
おける10 m ごとの区間疾走速度を分析し、
小学校低学年では 0 -10 m 区間の疾走速度
が最も遅く、10-20 m 区間で最高速度が出
現すると述べている。
　 　そこで本研究では、 0 -10 m タイムは対
象者のスタート時における反応や加速能力
を示す指標とした。また、 0 -20 m タイム
から 0 -10 m タイムを差し引いた10 m か
ら20 m までの所要時間を10-20 m タイム
とし、対象者の走速度の維持能力を示す指









































cm、 2 年生は123.7±4.8 cm、 3 年生は129.7
±3.6 cm であり、全ての学年間で有意差が
認められ、 1 年生より 2 年生（p<0.01）、 1
年生より3年生（p<0.001）、 2 年生より 3 年
生（p<0.01）が有意に高値を示した。 1 年生
の体重は21.3±3.6 kg、 2 年は24.5±4.2 kg、
3 年生は27.2±3.4 kg であり、 1 年生より 3
年生が有意に高い値であった（p<0.01）。
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の PAT タイムが7.9±0.4 s、 2 年生は7.6±
0.5 s、 3 年生は7.1±0.5 s であった。一元配
置分散分析と多重比較の結果、 1 年生および
2 年生より 3 年生が有意に低値を示した（そ
れ ぞ れ p<0.001、p<0.01）。 1 年 生 の0-10 m
タイムは2.8±0.2 s、 2 年生は2.6±0.1 s、 3
年生は2.6±0.1 s であり、 1 年生より 2 年生
および 3 年生が有意に低値を示した（それぞ
れ p<0.05、p<0.01）。 1 年 生 の10-20 m タ イ
ムは2.2±0.2 s、 2 年生は2.1±0.1 s、 3 年生
は1.9±0.1 s であり、 1 年生より 3 年生が有
意に低い値であった（p<0.01）。 1 年生の方
向転換時間は3.0±0.4 s、 2 年生は2.9±0.4 s、
3 年生は2.7±0.5 s であり、学年間に差は認
められなかった。 1 年生の立幅跳は117.3±
9.5 cm、 2 年生は123.1±14.7 cm、 3 年生は
141.0±14.3 cm であり、 1 年生および 2 年生
より 3 年生が有意に高値であった（それぞれ
p<0.001、p<0.01）。1 年生の垂直跳は26.6±6.7 
cm、2 年生は26.3±5.9 cm、3 年生は30.7±6.0 
cmであり、学年間に差は認められなかった。 
3 ．2  　アジリティ能力と体格および各運動
能力との関係
　PAT タイムと体格および各運動能力の関
係を表 2 に示した。PAT タイムは身長、体
重、立幅跳および垂直跳と有意な負の相関
関係（それぞれ p<0.01、p<0.001、p<0.001、
p<0.05）、 方 向 転 換 時 間、0-10 m タ イ ム、
10-20 m タイムと有意な正の相関関係（そ






















































立幅跳 身長 0.410 **
n=40.* p< 0.05, **p< 0.01,***p< 0.001.
　　　　　　　表１．学年別の体格および各運動能力
















































データは平均±標準偏差  **p< 0.01,***p< 0.001.
小学校低学年児童のアジリティ能力に影響を及ぼす要因
－57－
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